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１．スギ種子のアンヒドロビオシス

　生物にとって“水”は生きるために必須の物

質であり、多くの生物は極度に体内水分を損失

すると致死的な障害を受けます。しかし、生物

の中には、乾燥してほぼ全ての体内水分を失っ

ても生存可能な種が存在します。そして、この

ような極限的な乾燥状態下での生存をアンヒド

ロビオシス（無水生存）と呼びます。

　スギの種子もアンヒドロビオシス能力を持つ

生き物のひとつで、厳しい乾燥条件下において

も発芽力を維持することができます。2016年

秋に採取したスギ種子を乾燥器内で１週間乾燥

した後、発芽率を調べました。すると、スギ種

子は含水率が５％程度まで低下しても、乾燥前

の水分を多く含んだ種子と同程度の発芽率を示

しました（図1：処理前）。

２．乾燥スギ種子の高温・低温耐性

　アンヒドロビオシス能力を持つ生物として、

ネムリユスリカという昆虫の幼虫が特に有名で

す。この幼虫は、アンヒドロビオシス状態にな

ると、高温、極低温、放射線、有機溶媒への浸漬

など、乾燥以外のストレスに対しても耐性を示

すようになります。そこで、スギ種子において

も、乾燥によって高温や低温に対する耐性を獲

得するかを調べました（図1）。

　高温耐性試験では、種子を90℃で10分、も

しくは20分間加温して発芽率を調べました。

すると、乾燥前の種子を加温した場合には種子

は全く発芽しなかったのに対し、乾燥した種子

は加温前と同程度の発芽率を示しました。

　低温耐性試験では、種子を－20℃、もしくは

－196℃で１週間ほど静置した後、発芽率を調

べました。すると、乾燥前の種子はどちらの温

度でも発芽率が著しく低下しました。これに対

し、乾燥した種子は両低温下でも発芽率を維持

していました。

　以上のことから、スギ種子は乾燥してアンヒ

ドロビオシス状態になると、高温および低温に

対して耐性を持つようになることがわかりまし

た。

３．おわりに

　生物材料を扱う際、それらの性質を理解する

ことは極めて重要なことです。本研究結果は、

スギ種子を保存・管理するうえで、種子を乾燥

させることが非常に重要であることを明示して

います。乾燥したスギ種子は、高温下に多少曝

されても障害を受けず、発芽力を維持した状態

で冷凍および超低温保存が可能であることがわ

かります。

　今後、“なぜスギの種子は極度の乾燥に耐える

ことができるのか？”など、そのメカニズムを

明らかにすることで、現在は長期保存が困難な、

乾燥に弱い樹木の種子などに乾燥耐性を付与

し、保存するための知見を得ることができると

考えています。

　本稿を執筆するにあたり、農研機構 生物機能

利用研究部門 黄川田隆洋博士にご助言頂きまし

た。心より感謝致します。

（遺伝資源部　保存評価課　遠藤　圭太）

「アンヒドロビオシス」状態のスギ種子の高温・低温耐性

１．はじめに 

　林木育種センターでは、このたび、初期成長が

精英樹と同程度に優れた無花粉スギ品種「林育不

稔1号」を開発しました。以下にその概要を説明し

ます。

２．林育不稔１号の特性と開発経過

　林育不稔１号は、すでに開発した無花粉スギ品

種「爽春」と同じく、雄花は着けますが、正常な花粉

を全く生産せず、花粉を出しません（写真１）。

　また、林育不稔１号は、初期成長にも優れて

おり、原木では定植後６年の樹高（育種用統計

ソフトウェアASRmelによって推定された値）

6.6ｍで対照として植栽した精英樹の6.7ｍに対

して98％、原木から育成したさし木個体では定

植後３年の樹高2.5ｍで対照として植栽した精

英樹の2.2ｍに対して114％と、精英樹と同等

またはそれ以上の初期成長を示します。また、

通直性や材質もこれまでの調査において精英樹

と同等です。

　林育不稔１号は林木育種センターが平成16年

に選抜し20年に品種登録された無花粉スギ品種

「爽春」を改良したものです。育成経過を図1に示

します。最初に爽春（遺伝子型aa）を母親に２種

類の精英樹（それぞれAA）を父親として交配を

行い、雄性不稔（無花粉）遺伝子をヘテロ（Aa）で

有するF１世代を育成しました。次にF１個体同士

を交配して、F２世代を作りました。F２世代のう

ち25％の個体は無花粉（aa）の性質を持つので、

その個体群の中から成長や通直性等が優れたも

のを選抜しました。

３．今後の進め方

　今後は、早期の普及に向けて、原種苗木の育

成と原種園の造成を進めます。また、林育不稔

1号等のF２世代にエリートツリー等の優良個体

を交配し、さらに改良を進めます。その際には、

今年度新たに開発した爽春の雄性不稔DNA

マーカーを活用し、育種期間の大幅な短縮を図

ります。

新たな無花粉スギ品種「林育不稔 1号」の開発

図1　高温および低温処理をしたスギ種子の発芽率

（育種部　育種第二課　大平　峰子・

坪村　美代子・育種部　星　比呂志）

写真1　林育不稔1号（左）と成熟期雄花の断面（右）

　通常のスギ（右上）は雄花にある花粉のうの中に多数の
花粉が形成されているのに対して、無花粉スギ（右下）では、
花粉が全く形成されていない。
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図1　林育不稔１号の開発の流れ


